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<(株)勝賀瀬土建・本社>



１.組織の概要

（１）事業所名

　株式会社　勝賀瀬土建

（２）代表者氏名

　代表取締役社長　　平良　隼也

　本　社 〒781-2122 高知県吾川郡いの町天王北1丁目1番地16

　資材置場・1 〒781-2121 高知県吾川郡いの町池ノ内字流田１２３１番地１

　資材置場・2 〒781-2121 高知県吾川郡いの町池ノ内字流田１２３２番地１

　資材置場・3 〒781-2121 高知県吾川郡いの町池ノ内字流田１２３２番地４

　※資材置場は、無人のため連絡先はありません

（４）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　環境管理責任者氏名 工務部 　　田中　秀幸

　連絡先担当者氏名 総務部 　　片田　綾音

　連絡先 TEL : 088-891-6444

FAX : 088-891-6246

E-mail :s-doken3@mb.pikara.ne.jp

（５）事業活動の内容

　・営業品目

　　土木工事の設計施工監理の請負、建築工事の設計施工監理の請負

　　とび・土工・コンクリート工事、舗装工事、水道工事

　・建設業許可

　　許可番号 高知県知事（特－03）第3610号

　　許可年月日 令和3年4月31日から令和8年4月7日まで

　　建設業の種類 土木工事業　　とび・土工工事業　　水道施設工事業

建築工事業　　舗装工事業　　解体工事業

（６）事業規模

　設立年月日

　資本金

(千円)

(名)

(ｍ2)

(ｍ2)

（７）会計年度

　6月～5月

令和02年度 令和03年度

437,000

令和01年度

329

22

昭和53年10月2日

699,000

20,000,000円

329

1

事業所延べ床面積

資材置場面積

329

23

売上高

従業員数

340,000

23

令和04年度

359,000

21

831

※年度末5月31日時点での数字

831

329

831831



２.対象範囲（認証･登録範囲）レポートの対象期間及び発行日

（１）対象範囲（認証・登録範囲）

　「株式会社勝賀瀬土建　全社」

　本　社 　　高知県吾川郡いの町天王北1丁目1番地16

　資材置場・1 　　高知県吾川郡いの町池ノ内字流田1231番地1

　資材置場・2 　　高知県吾川郡いの町池ノ内字流田1232番地1

　資材置場・3 　　高知県吾川郡いの町池ノ内字流田1232番地4

  事業活動：土木工事業・とび･土工工事業・水道施設工事業・建築工事業・舗装工事業

（２）環境経営レポートの対象期間

　令和04年6月1日から令和05年5月31日までの1年間

（３）環境経営レポートの発行日

（４）作成責任者

　環境管理責任者　　　　田中　秀幸

〒781-2122

〒781-2121

〒781-2121

2

〒781-2121

令和5年6月30日

環境一口メモ

・緑が酸素を再生する力

皆さん、森林が大切だというのは、なんとなく分かりますよね。でも、数字で表すともっと
よく分かるかも・・・。緑には、いったいどのくらいの酸素生成能力があるのでしょうか？

１ヘクタール（東京ドーム５個分）の常緑広葉樹は、１年間に大気中の３０トンもの二酸化

炭素を吸収するそうです。これを光合成で変換して吐き出される酸素は、約２２トン程度とい
うことです。この酸素２２トンは、８０人の人間が１年間に呼吸する酸素に匹敵するそうです。

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12h6bgrnm/EXP=1405477892;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU1hzd3ZZZFNVd1JOeV9oZjFnTld3aEtURUJaZXUwb2ZxZmJ4bnNKUE44TE1VMmVFcVBKbDRzcl9RBHADNTVLdzVhS0Q0NEtrNDRPcDQ0SzU0NE9JBHBvcwMxODcEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-/**http:/free-background-images.com/sozai/44environment/05l.jpg


３.環境経営方針

①  二酸化炭素排出量の削減

②  総排水量の削減

③  廃棄物総排出量の削減、再生利用並びに再資源化の推進

④  環境配慮工法・対策の提案、実施

⑤  グリーン購入の推進

⑥  地域貢献活動の実施

⑦  環境経営レポートの外部への公開

制定日：

改定日：

全従業員へ環境経営方針の周知と環境活動の徹底を図り環境経営の継続的改善を推進し

とともに、積極的・計画的に環境負荷の低減や資源の有効活用に取組まなければなら

【 企 業 理 念 】

当社は、土木・建設工事に携わる企業がら、安全に便利で住みよい地域社会の創造

を目指しております。しかし残念なことに企業活動の傍ら、資源の消費や産業廃棄物

（株）勝賀瀬土建

平成22年12月10日

当社は事業活動にあたり、環境関連法規・条例及び当社が約束したことを遵守し、
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代表取締役社長
平良　隼也

ます。具体的には次のことに取組みます。

の排出といった様々な面で、環境破壊を行ってしまっています。

だからこそ、私達は全社一丸となり地域社会及び地球環境へ及ぼす影響に配慮する

令和3年6月28日

ないのです。次の世代の為に、より自然と調和した地域社会の構築を目指します。

【 行 動 指 針 】



４.環境管理組織体制

環境管理実施体制図及び役割・責任・権限表

事務局

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な人材・資源の確保

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標、環境経営計画書、環境経営レポートを承認

・全体の評価と見直しを実施

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営システムの構築、運用、管理

・環境推進委員会の委員長

・遵守すべき環境関連法規制の収集登録と更新

・環境経営目標・環境経営計画の制定

・環境経営の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの発行及び事業所への備付け、利害関係者への公開

・社員の環境教育及び緊急事態対応訓練の計画

・資材置場の管理者を兼務

・環境管理責任者の補佐

・環境目負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの内容を評価、提案

・外部環境情報（苦情を含む）の集約

・環境経営レポートの原案作成

・文書の配布管理

・文書原本の保管

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・自部門、自班における環境経営システムの実施

・自部門、自班における環境経営方針の周知

・自部門、自班の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門、自班に関連する環境経営目標・環境経営計画の実施、達成状況の報告

・自部門、自班の問題点の発見、是正、予防処置

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚及び必要な提案

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

4

工 務 部

営業事務班 現場主任班 現場作業班

代表取締役社長

平良　隼也

代表取締役社長

資材置場管理者

環境管理責任者

田中　秀幸

環境推進委員会

田中　秀幸
高岸　守
片田　綾音

環境推進委員会
事務局

勝賀瀬　多恵子
片田　綾音
田中　結

総務部・工務部
各班

部長・原　敬一郎
主任班班長・田所　知晃
作業班班長・長山　慎一

各スタッフ

総 務 部

環境管理責任者

環境推進委員会



５.環境経営目標

（１）単年度「令和04年度」目標

購入電力 kWh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2
百万円当

ｔ
百万円当

※　購入電力におけるCO2排出量は、四国電力の調整後排出係数0.411㎏-CO2/kwh(2021年度実績)

※　グリーン購入量については、グリーン購入費/全体購入費で算出した値とする。
※　環境に配慮した施工例

※　化学物質の使用削減については、使用の実態がない為、目標設定をしていない。

63

　  を使用しました。

　　環境配慮した施工に関しては、低騒音・排出ガス対策型重機の使用や環境負荷の少ない材料（リサ
　　　イクル製品、県産品等）の使用など含み判断します。

526.1

100

5

件

　  2017年版に記載されている排出係数・単位発熱量を使用し算出しました。

産
業
廃
棄
物

項　目
基準データ

令和03年6月～令和04年5月

9,111

314

令和04年6月～令和05年5月
目標値（令和04年度）

50,704

38,751

180,711 178,903

5

904.7

100

2

22,167

126

2

※ 基準データ及び目標値の両年度の二酸化炭素排出量は、エコアクション21建設業者向けガイドライン

㎏-CO2

排出量 ｔ

再資源化率 ％

総排水量 ㎥

グリーン購入量 ％

311

単位

　   a）自然を守る工法・・・切土法面補強土工法等

6

39,143

売上高排出量

130,816

51,216

3.0

全て

531.4

16,703

合計

環境美化活動

16,872

53

5

全て

52

63

913.8

二
酸
化
炭
素
排
出
量

21,945

売上高排出量

9,019

125

6

　   b）生態系を守る工法・・・緑化ブロック、魚礁ブロック工法等
　   c）基礎杭・・・低廃土、低騒音、低振動の工法等

環境配慮工法を使用した
施工件数

件

排出量

132,137

ｔ 1.2 1.2

3.0

一
般

廃
棄
物

環境一口メモ

・１kg ― CO2ってどのくらいの量？

皆さん、１kg ― CO2ってどのくらいの量だか分かりますか？気体は目に見えないものだけに

どれくらいの量なのかイメージしにくいと思います。
CO2１㎏は約５０９リットル。例えるなら、サッカーボール約１００個分の体積、５００ｍｌ

入りペットボトル約１０００本分の体積となるそうです。

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12he9u0ve/EXP=1405483695;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU1hzd3ZZZFNVd1JOeV9oZjFnTld3aEtURUJaZXUwb2ZxZmJ4bnNKUE44TE1VMmVFcVBKbDRzcl9RBHADNTVLdzVhS0Q0NEtrNDRPcDQ0SzU0NE9JBHBvcwMxNzUEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-/**http:/free-background-images.com/sozai/44environment/05l.jpg


（a）本社（資材置場含む）における単年度目標

購入電力 kWh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2
百万円当

（b）現場における単年度目標

購入電力 kWh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2
百万円当

ｔ
百万円当

※　購入電力におけるCO2排出量は、四国電力の調整後排出係数0.411㎏-CO2/kwh(2021年度実績)

※　グリーン購入量については、グリーン購入費/全体購入費で算出した値とする。
※　環境に配慮した施工例

※　化学物質の使用削減については、使用の実態がない為、目標設定をしていない。

161,515㎏-CO2

1.93

4,564

28,162

130,816

51,216

全て

排出量

0

51.1

総排水量

枚

単位

6,235

0

10,695

令和03年6月～令和04年5月

00

全て

126

6

904.7

50,704

51.6

売上高排出量

99

3.0

0

％

0

6

314

総排水量 ㎥

合計

5

63

二
酸
化
炭
素
排
出
量

0

0

0

132,137

2,563

産
業
廃
棄
物 100

一般廃棄物排出量 ｔ 1.2

19,800

6

目標値（令和04年度）
令和04年6月～令和05年5月

ｔ

311

17,388

15,932 15,773

売上高排出量

4,610

　   b）生態系を守る工法・・・緑化ブロック、魚礁ブロック工法等

6,483

　  を使用しました。

　   a）自然を守る工法・・・切土法面補強土工法等

12,262

913.8

12,139

0

28,448

0

環境配慮工法を使用した
施工件数

件

10,588

基準データ
項　目 単位

52

0

二
酸
化
炭
素
排
出
量

53

0

125

令和03年6月～令和04年5月

6,548

1.95

475.0

　   c）基礎杭・・・低廃土、低騒音、低振動の工法等

163,148

2,537

㎥

件

再資源化率

0

㎏-CO2

コピー用紙購入量

環境美化活動

項　目

グリーン購入量 ％

売上高排出量

3.0

17,563

基準データ
令和04年6月～令和05年5月

目標値（令和04年度）

479.8

6,173

合計

5

63

20,000

1.2



（２）次年度「令和05年度」目標

購入電力 kWh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2
百万円当

ｔ
百万円当

※　購入電力におけるCO2排出量は、四国電力の調整後排出係数0.411㎏-CO2/kwh(2021年度実績)

※　グリーン購入量については、グリーン購入費/全体購入費で算出した値とする。

※　環境に配慮した施工例

※　化学物質の使用削減については、使用の実態がない為、目標設定をしていない。

123

520.8

22,167

基準データ
項　目

産
業
廃
棄
物

グリーン購入量 ％

一
般

廃
棄
物

314

6

8,929

306

2

9,111

目標値（令和05年度）
令和05年6月～令和06年5月令和03年6月～令和04年5月

2.9

63

39,143

132,137

再資源化率

※ 基準データ及び目標値の両年度の二酸化炭素排出量は、エコアクション21建設業者向けガイドライン

　  2017年版に記載されている排出係数・単位発熱量を使用し算出しました。

合計

50,192

6

38,361

2

総排水量 ㎥

895.5

二
酸
化
炭
素
排
出
量

100 100

5

126

16,535

21,724

単位

177,097

　　環境配慮した施工に関しては、低騒音・排出ガス対策型重機の使用や環境負荷の少ない材料（リサ

　   a）自然を守る工法・・・切土法面補強土工法等

売上高排出量

売上高排出量

排出量

排出量

3.0

180,711㎏-CO2

53

ｔ 1.2 1.2

　   b）生態系を守る工法・・・緑化ブロック、魚礁ブロック工法等

52

63

％

　　　イクル製品、県産品等）の使用など含み判断します。

　   c）基礎杭・・・低廃土、低騒音、低振動の工法等

913.8ｔ

129,495

　  を使用しました。

全て
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16,872

51,216

全て件

環境美化活動 件

環境配慮工法を使用した
施工件数

環境一口メモ

・ｋWhってなに？

ｋWh（キロワットアワー：キロワット時）とは、エネルギー、電力量の単位。ｋWhという単
位は電力の単位であるｋW（キロワット）と、時間の単位であるｈ（時間）を組み合わせた単位。
つまり１ｋWhとは、１キロワットの仕事率（電力量）を1時間続けたときの消費電力量のことを
指します。

ちなみに、家庭における消費電力量は生活スタイルなどによって異なるため、一概には言えま
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（a）本社（資材置場含む）における次年度目標

購入電力 kWh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2
百万円当

（b）現場における次年度目標

購入電力 kWh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2
百万円当

ｔ
百万円当

※　購入電力におけるCO2排出量は、四国電力の調整後排出係数0.411㎏-CO2/kwh(2021年度実績)

※　グリーン購入量については、グリーン購入費/全体購入費で算出した値とする。

※　化学物質の使用削減については、使用の実態がない為、目標設定をしていない。
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　   a）自然を守る工法・・・切土法面補強土工法等
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　  を使用しました。
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0
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（３）中長期目標

購入電力 kWh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2
百万円当

ｔ
百万円当

※　購入電力におけるCO2排出量は、四国電力の調整後排出係数0.411㎏-CO2/kwh(2021年度実績)

※　グリーン購入量については、グリーン購入費/全体購入費で算出した値とする。

※　環境に配慮した施工例

※　化学物質の使用削減については、使用の実態がない為、目標設定をしていない。

39,143
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6
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　　環境配慮した施工に関しては、低騒音・排出ガス対策型重機の使用や環境負荷の少ない材料（リサ
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　  2017年版に記載されている排出係数・単位発熱量を使用し算出しました。
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　　　イクル製品、県産品等）の使用など含み判断します。

※ 基準データ及び目標値の両年度の二酸化炭素排出量は、エコアクション21建設業者向けガイドライン
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環境一口メモ

・『ビオトープ』って知ってる？

ビオトープ（Bio-Tope)とは、ドイツ語で生物を意味する「Bio」と場所を意味する

「Tope」の合成語で野生生物が共存共生できる生態系を持った場所という意味です。

近年、都市化が急速に進み、草地、湿原、雑木林など身近な自然が消失していることから、

ビオトープを創出、復元するとともに、今あるビオトープを守り、育てる取り組みが広がっ

ています。
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（a）本社（資材置場含む）における中長期目標

購入電力 kWh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2
百万円当

（b）現場における中長期目標

購入電力 kWh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2
百万円当

ｔ
百万円当

※　購入電力におけるCO2排出量は、四国電力の調整後排出係数0.411㎏-CO2/kwh(2021年度実績)

※　グリーン購入量については、グリーン購入費/全体購入費で算出した値とする。

※　環境に配慮した施工例

※　化学物質の使用削減については、使用の実態がない為、目標設定をしていない。
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６.環境経営計画

対象期間：令和04年6月～令和05年5月

（１）本社（資材置場含む）において以下の項目を最重要課題として環境活動の計画を立てました。

　　　各方針の活動計画内容は下記の通りです。

③空調の適温化（冷房２８℃　暖房２０℃）の徹底　(6月～9月・12月～3月)

④空調を必要な区域・時間に限定　(6月～9月・12月～3月)

⑤空調・冷却設備の保守点検

⑥照明の適正化、昼光の利用、スイッチの適正管理

⑦夜間、休日のＯＡ機器の主電源ＯＦＦ

⑧離席中はPC機器をスリープモードにする

⑨空調機器を定期的に清掃する

①エコドライブ等運転方法の配慮を励行

⑤乗り合わせを行い、複数台で同じ場所を走行をしない

①手洗い時、洗い物においての日常的な節水の励行

②使用の際に関して、垂れ流し状態をなくしこまめに閉栓

③節水POP、呼びかけを行う

①使い捨て製品（紙コップ、使い捨て容器入り弁当箱）の使用や購入の抑制

②詰め替え可能な製品の利用や備品の修理等により、製品等の長期使用

③分別回収ボックスの適正配置等により、ゴミの分別を徹底

④トナーカートリッジの回収とリサイクルの推進

⑤包装、梱包等のリサイクル

⑥シュレッダーの使用を機密文書等に限る

⑦分別は徹底し、リサイクル可能なものを増やし、ゴミを減らす

①会議資料や事務手続書類の簡素化

②両面印刷、両面コピーの徹底

③使用済み用紙の裏紙利用

①グリーン購入対象品目調査

②エコマーク商品の優先的購入

⑤再生紙、未利用繊維への転換

⑥環境に配慮した物品等に係る基準、リストを作成し、現状との比較

①年5回以上の環境美化活動を行う(4月,6月,8月,11月,1月)

環境経営方針・目標・活動計画の周知

環境経営目標・環境活動進捗状況確認・評価

資格取得・更新のため研修会参加

火災対応訓練

発行及び事業所への備付け、利害関係者への公開

※　電力使用量の削減(活動内容)②～④の実施以外は通年で行う

会
社
周
辺

の
環
境
美

化
活
動

環
境
美
化

活
動

総務部・片田

廃
棄
物
総
排
出
量
削
減

環境管理責任者・田中

環境管理責任者・田中

環境関連法規等の遵守評価

総務部・片田

総務部・片田

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
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③再生材料から作られた製品を優先的に購入、使用

燃
料
使
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量

の
削
減

<その他の活動計画>
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環境経営レポート

環境教育 環境管理責任者・田中

責任部門
責任者

環境管理責任者・田中

総務部・片田

総務部・片田
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②タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値に保つ 環境管理責任者・田中

環境管理責任者・田中

環境管理責任者・田中

①日射の室内への導入等の、太陽エネルギーの自然なかたちでの使用
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（２）現場において以下の項目を最重要課題として環境活動の計画を立てました。

　　　各方針の活動計画内容は下記の通りです。

①不必要な電力使用を避ける

③電力不要時の変圧器の遮断

①アイドリングストップ等運転方法の配慮

③排気ガス・騒音のレベルを抑えるために適正な車輌整備

④過積載は行わない

①排出ガス低減効果のある燃料やオイルの仕樣

③粉じん等の監視及び測定

①使用の際に関して、垂れ流し状態をなくしこまめに閉栓

③建設機械等の洗車には、排水路の水や雨水等を利用

①産業廃棄物の運搬、処分委託契約を必ず交わす

②産業廃棄物処理業者の許可や処理場を定期的に直接チェック

⑤建設副産物の削減、再利用、分別、リサイクル

①建設資材発注時等、使用数量を再チェックするなどし残余建設資材の廃棄を抑制

②品質劣化等による不良在庫を減らすため、在庫数量の適正管理を徹底

③施工管理時に、設計基準に上乗せした自主基準を設け、産業廃棄物を抑制

①使い捨て製品（紙コップ、使い捨て容器入り弁当箱）の使用や購入の抑制

②再使用又はリサイクルしやすい製品を優先的に購入・使用

③詰め替え可能な製品の利用や備品の修理等により、製品等の長期使用

③建設現場周辺の自然との共生と調和を指向

④環境負荷の少ない材料の使用、使用合理化への取組を指向

⑤各現場１つは創意工夫で環境保全の項目を実施する

①建設現場等周辺の生活環境に影響の少ない時間帯での施工

③低騒音・低振動型建設機械等の使用

火災対応訓練

②雨水の貯水タンクや雨水利用施設の設置等による、雨水利用

総
排
水
量
削
減

節
水
の
徹
底

④発生する廃棄物を混合廃棄物としないように徹底

各現場責任者

大
気
汚
染

物
質
の
排

出
抑
制

②タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値に保つ

各現場責任者

④建設機械等の洗車時は、泥等を落としてから行う

②電力不要時の負荷遮断

各現場責任者

環境管理責任者・田中

各現場責任者

燃
料
使
用
量
の
削
減

各現場責任者

各現場責任者

排
出
ガ
ス

の
抑
制

電
力
使
用

量
の
削
減

⑤最大積載量に見合った輸送単位の設定

各現場責任者

地
域
社
会

地
域
住
民

へ
の
配
慮

各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者

工務部部長・原

各現場責任者
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産
業
廃
棄
物
の
適
正

処
分
・
再
利
用
、

再

資
源
化

③契約書及び廃棄物管理表をもとに廃棄物の適正な処理を確認

各現場責任者

各現場責任者

工務部部長・原

各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者

②建設機械の定期自主点検の他、施工開始時等に点検を実施

現場周辺の清掃活動 各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者

活動計画
責任部門
責任者

一
般
廃
棄

物
の
削
減

廃
棄
物
総
排
出
量
削
減

各現場責任者

各現場責任者

環境管理責任者・田中

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

②建設現場等周辺の生活環境に影響の少ない施工方法や作業方法を検討し、施工 各現場責任者

方針
活動
内容

環
境
配
慮
工
法
の

探
求

①各段階における環境影響を評価し、環境保全のための適切な対策の実施 各現場責任者

②環境配慮型工法の採用や環境配慮型施工の提案

環境管理責任者・田中

生
活
環
境
の

保
全 各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者

④防音・防振設備の設置・管理することにより、騒音・振動を防止する

<その他の活動計画>

緊急事態対応訓練

各現場責任者

環
境
に
配
慮
し
た

施
工

産
業
廃
棄

物
の
排
出

抑
制

各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者



７.環境経営目標の実績

（１）令和04年度　環境負荷への実績及び環境経営目標の達成状況

判定

購入電力 kwh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2

百万円当

ｔ

百万円当

※　購入電力におけるCO2排出量は、四国電力の調整後排出係数0.411㎏-CO2/kwh(2021年度実績)

※　グリーン購入量については、グリーン購入費/全体購入費で算出した値とする。

※　環境に配慮した施工例

　   a）自然を守る工法・・・切土法面補強土工法等

　   b）生態系を守る工法・・・緑化ブロック、魚礁ブロック工法等

　   c）基礎杭・・・低廃土、低騒音、低振動の工法等

※　対目標比率は、（実績値/目標値）×100（％）で算出。

※　判定は、達成＝○、未達成＝×　で記載。
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########

〇

3.0

再資源化率

合計

排出量

38,751

30件

　　　イクル製品、県産品等）の使用など含み判断します。

6

125

100% ○

5

15,447

目標値 実績

2

㎏-CO2

63

全て

二
酸
化
炭
素
排
出
量

2

目標比率

114,569

319.1

（R3年6月～R4年5月）

9,111

22,167

（04年6月～06年5月）（-1%）

9,019

21,945 64,475

5.2

51,636

311

64%

6

132,137

16,872

単位

187%

基準データ

20,014

53

63

92%

913.8 ×

3.0

35,836

×

531.4

180,711

100

環境に配慮した施工件数
30件

41% ○

39,143

51,216

〇

3.0

結果

　  2017年版に記載されている排出係数・単位発熱量を使用し算出し直しました。

売上高排出量

環境美化活動 10

○

1.2

73

526.1

904.7

全て

％

949.0

50,704

178,903

16,703

100 100%

39%

％

100%

件

※ 基準データとなる二酸化炭素排出量は、エコアクショ ン 21建設 業者 向け ガイ ドラ イン

1.2

総排水量

グリーン購入量

産
業
廃
棄
物

売上高排出量

260%

100

○

件

○

0.49

130,816

116%

○

52

○

200%

294%

5

項　目

×
126

314

×

234

15.6

582

○

61% ○

105%

　  を使用しました。

　　環境配慮した施工に関しては、低騒音・排出ガス対策型重機の使用や環境負荷の少ない材料（リサ

㎥ 52

ｔ

100%

一
般

廃
棄
物

排出量 ｔ



（a）環境負荷への実績・対目標値比（本社・資材置場）

判定

購入電力 kwh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2
百万円当

（b）環境負荷への実績・対目標値比（現場）

判定

購入電力 kwh

排出量 ㎏-CO2

灯油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

液化石油ガス ㎏

排出量 ㎏-CO2

ガソリン ℓ

排出量 ㎏-CO2

軽油 ℓ

排出量 ㎏-CO2

㎏-CO2
百万円当

ｔ

百万円当

※　購入電力におけるCO2排出量は、四国電力の調整後排出係数0.411㎏-CO2/kwh(2021年度実績)

※　グリーン購入比率については、グリーン購入費/全体購入費で算出した値とする。

※　対目標比率は、（実績値/目標値）×100（％）で算出。

※　判定は、達成＝○、未達成＝×　で記載。

項　目

㎏-CO2

○

30件
30件

0
―

0 0 0

904.7

479.8

51,636

48,475

基準データ

6,548

結果

475.0 274.3 58% ○

163,148

11,357

枚

314

0

4,610

26,348

○

116%

10件

単位

二
酸
化
炭
素
排
出
量

○

125

6

51.1

―

1.95

6

17,388

0

311

0

6,235 6,173

92%

5.2

17,563

32,50019,800

　  を使用しました。

ｔ

件

％

売上高排出量

産
業
廃
棄
物

〇全て 全て

○

28,448

12,139
94%

○41%

6,483

○

161,515

1.93

― ×

2,537
785%

基準データ

19,923

20,000

×

100

44.7

0.49

排出量

5

―

12,262

（R3年6月～R4年5月）

1.2

14

環境配慮工法を使用した
施工件数

売上高排出量

（-1%）

200%

―

6,576

16,000

（R3年6月～R4年5月）

合計

グリーン購入比率

二
酸
化
炭
素
排
出
量

（04年6月～06年5月）

15.6

0

15,932
101%

合計

×

50,704 20,014

132,137

0

×

582

○

3.0 3.0

949.0

0

コピー用紙購入量

100

0

130,816
39%

105%

3.0 100% ○

913.8

53

5

0

0

28,162

51.6

（04年6月～06年5月）

○

164% ×

目標値
単位

73

52

15,773

4,090

9,488

0

0

○

1.2

63

×

0% ○

260%

4,564

0

目標値 実績

総排水量 ㎥

環境美化活動

再資源化率

2,563

結果

10,588
90% ○

○

98,489 61%

51,216

10,695

％

52

0

一般廃棄物排出量

0 0 ―

99 100%

（-1%） 目標比率

―

項　目

売上高排出量

ｔ

87%

126

16,080

㎥

目標比率

実績

63

0 234

―

㎏-CO2

100%

総排水量

0



（２）環境負荷の実績の推移及び比較

平成29年度から令和04年度の環境負荷への実績の推移は以下の通りです。

※R02年度より、排出係数等変更あり。
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項　目 単位
H29年度

（H29.6～H30.5）
H30年度

（H30.6～R01.5）
R01年度

（R01.6～R02.5）
R02年度

（R02.6～R03.5）
R03年度

（R03.6～R04.5）
R04年度

（R04.6～R05.5）

売上高 百万円 335 457 437 699 340 359

二酸化炭素総排出量 ㎏-CO2 87,788 112,661 90,326 11,747 180,711 114,569

売上高百万円当CO2量 ㎏-CO2 262 247 207 17 532 319

産業廃棄物総排出量 t 763 990 989 720 913 949

売上高百万円当廃棄物量 t 2.28 2.17 2.26 1.03 2.69 2.64

再資源化率 ％ 99.7 96.4 96.4 99.7 99.0 100.0

0

100

200

300

400

500

600

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

H29年度

（H29.6～H30.5）

H30年度

（H30.6～R01.5）

R01年度

（R01.6～R02.5）

R02年度

（R02.6～R03.5）

R03年度

（R03.6～R04.5）

R04年度

（R04.6～R05.5）

二酸化炭素排出量の推移

二酸化炭素総排出量 売上高百万円当CO2量

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H29年度

（H29.6～H30.5）

H30年度

（H30.6～R01.5）

R01年度

（R01.6～R02.5）

R02年度

（R02.6～R03.5）

R03年度

（R03.6～R04.5）

R04年度

（R04.6～R05.5）

産業廃棄物排出量の推移

産業廃棄物総排出量 売上高百万円当廃棄物量



８.環境経営目標の達成状況とその評価
対象期間：令和03年6月～令和04年5月

（1）環境経営目標の達成状況とその評価

　（a）本社・資材置場においての環境経営計画の達成状況とその評価

次年度も継続していけるよう取り組んでいくこと。

総
排
水

量
削
減

今後も引き続き従業員全員が無駄なコピー用紙を増や
さないよう取り組んでいくこと。

【灯油】

グ
リ
ー

ン

購
入
の
推
進

【液化石油ガス】

達成状況／是正策
(実施責任者）

受注状況にもよるが、引き続き環境経営計画に沿って
実施していくこと。

目標を達成出来るよう対策を立て、次年度は目標範囲
内で使用するよう勤めること。

【ガソリン】

対目標値90%と目標達成する事ができた。今後も乗
り合わせやアイドリングストップ等、様々な取り
組みを実施して使用量の削減に取り組む。

今後も引き続き取り組んでいくように。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

【灯油】

【ガソリン】

対目標値比が260%と大幅に超えてしまった。要因
としては、例年に比べガスを使用したのが原因と
思われる。来年度は今年度より使用を控えるよう
にする。

今年度は排出量が大幅に減少した。要因として
は、工務担当者が現場事務所で作業をしたからだ
と思われる。

電
力
使
用
量
の
削
減

今年度は例年に比べ温度が高い日が続いた為、目標未
達成となった。状況に合わせて引き続き節電に取り組
んでいく事。また、世界情勢の関係で電気料金の値上
げされている。少しでも節電をし、経費削減にも勤め
て欲しい。

対目標値比101%と目標未達成であった。要因とし
ては今年度は例年に比べ温度が高い日が続いたか
らだと思われる。来年度も暑さが続くと思われる
ため、その他の節電方法を取り入れる。例として
はブラインドなどを活用し、エアコンの消費電力
を削減する。また、PC機器などはスリープモード
等をして従業員一人ひとりが節電に対し真剣に取
り組んでいきたい。

目標を達成することが出来た、例年に比べ購入す
る頻度が減ったのも要因と思われる。今後も引き
続き購入する回数を減らし、購入する時は出来る
だけ環境に配慮した商品を購入するようにする。

活動内容
評価／指示

（環境管理責任者・代表者）
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環
境
に
配
慮
し
た

物
品
等
の
購
入
、

使
用

方針

節
水
の

徹
底

一
般
廃
棄
物

の
削
減

対目標値比100%と目標を達成する事ができた、今
後も引き続き節水に取り組んでいくこと。

今年度はデスクヒーターを利用したため、灯油を
使用しなかった。

コ
ピ
ー

用
紙

使
用
量
削
減

【液化石油ガス】

目標値比164%と大幅に超えてしまった、受注工事
が原因と思われる。電子契約が導入されてきてい
るが、今年度も紙での契約が約80%以上であった。
極力紙の無駄遣いをしないよう従業員一人ひとり
が心がける。

燃
料
使
用
量
の
削
減

次年度も継続していけるよう取り組んでいくこと。

廃
棄
物
総
排
出
量
削
減

引き続き一人ひとりが乗り合わせ等工夫を行い、使用
量の更なる減少を徹底させること。



　（b）現場においての環境経営目標の達成状況とその評価

地
域
社
会
、

地
域

住
民
へ
の
配
慮

【軽油】

環境経営計画に沿って使用できていたと思われるが、
受注状況によっては使用量に変動がある。その為、受
注した工事によっては基準データの見直しを行い、環
境経営計画に沿って今後も活動をしていくこと。

一
般
廃
棄
物

の
削
減

環
境
配
慮
工
法
提
案
と
実
施

ブレーカー使用や大型建設機械の使用において、
排出ガス対策型・低騒音型機械を優先的に使用し
作業を行った。また、近隣者への工事内容の説明
などを行い、ご協力をお願いするとともに作業を
着手した。

従業員一人ひとりが取り組んでいると思われる、今後
も引き続きごみの削減に取り組んでいくこと。

産
業
廃
棄
物
の
適
正
処

分
・

再
利
用
、

再
資
源
化

対目標値比785%と大幅に超えてしまった。要因は
現在稼働中の工事で8吋の水中ポンプを電気で回し
ていることが要因と考えられる。夜間等に、発動
発電機を用いて稼働することは、地域住民に迷惑
をかけることになる。現場状況を考慮して行って
いる。受注工事によっては電力の基準データの見
直しをする事も検討する。

対目標値比94%と目標を達成することが出来た、今
年度は遠方の現場がなかったのも要因と思われ
る。次年度も継続していけるよう努める。

使用量を抑える事が出来ていたと思われる、次年度も
引き続き使用量を抑えれるよう努めること。

対目標値比39%と大幅に減少する事ができた。次年
度は基準データを見直しする。

生
活
環
境

の
保
全

今年度の使用はなかった。

燃
料
使
用
量
の
削
減

排出量105%と排出した数量は増えたものの、再資
源化率は100%と達成できた。受注状況によっては
排出量や排出品目に変動がある為、状況に合わせ
て基準データを見直すようにする。

現場における一般廃棄物はなく、従業員が出すゴ
ミは各自で責任を持ち処分をするよう徹底してい
る。今後も引き続き従業員全員で行うようにす
る。

全ての現場において、排出ガス対策型・低騒音型
機械を優先的に使用した作業が行われた。環境に
配慮した物品及び工法を提案していくことが必要
である。環境に対しての講習や様々な書物・イン
ターネット等を用いて知識の向上を図っていくこ
とが大切である。

電
力
使
用
量

の
削
減

評価／指示
（環境管理責任者・代表者）

達成状況／是正策
(実施責任者）

【軽油】

【ガソリン】

今年度は養生機械を使用する作業があったため基
準データより大幅に超えてしまった。次回の基準
データ及び目標値は、使用した事を前提に見直し
を行う。

使用の際は、環境経営計画に沿って取り組んでいくこ
と。

難しい面があるが、様々な講習などに参加し知識の向
上を図る。

廃
棄
物
総
排
出
量
削
減

排出量は未達成であったが、再資源化率は100％と達成
できた。今後も引き続き使用量を削減するよう実施す
ること。

【ガソリン】

環
境
に
配
慮
し
た
施
工
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活動内容

今年度は、建設機械が多く稼働する現場が少なかった
ことから、大幅に減少した。基準データの見直しを行
い、今後も使用量を削減するよう取りくんでいくよう
にする。

次年度からは見直しを行い、環境経営計画に沿って実
施していくこと。

方針

工事現場周辺住民への配慮を第一に、常日頃から影響
の少ない施工方法や作業方法を選定し作業を行うこ
と。また、住宅が多い現場での施工に関しては時間帯
などにも考慮し、住民への負担軽減に努める。

総
排
水

量
削
減

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

【灯油】 【灯油】

節
水
の

徹
底



（2）本社・資材置場においての計画した環境活動への取組結果

③空調の適温化（冷房２８℃　暖房２０℃）の徹底できた。(6月～9月・12月～3月)

④空調を必要な区域・時間に限定できた。(6月～9月・12月～3月)

⑤空調・冷却設備の保守点検を行った。

⑥照明の適正化、昼光の利用、スイッチの適正管理ができた。

⑦夜間、休日のＯＡ機器の主電源を切ることができた。

⑧離席中はPC機器をスリープモードにする

⑨空調機器を定期的に清掃する

①エコドライブ等の運転方法に配慮できた。

⑤乗り合わせを行い、複数台で同じ場所を走行しない

①手洗い時、洗い物においての日常的な節水の励行ができた。

③節水POP、呼びかけを行う

①使い捨て製品の使用を抑制できた。

②詰め替え可能な製品の利用や備品の修理等により、製品等の長期使用ができた。

③分別回収ボックスの適正配置等により、ゴミの分別が適正にできた。

④トナーカートリッジの回収とリサイクルを推進できた。

⑤包装、梱包等のリサイクルができた。

⑥シュレッダーの使用を機密文書等に限ることができた。

⑦分別は徹底し、リサイクル可能なものを増やし、ゴミを減らす

①会議資料や事務手続書類の簡素化ができた。

②両面印刷、両面コピーの徹底ができた。

③使用済み用紙の裏紙利用できた。

①グリーン購入対象品目調査できた。

②エコマーク商品の優先的購入ができた。

⑤再生紙、未利用繊維への転換ができた。

⑥環境に配慮した物品等に係る基準、リストを作成し、現状との比較ができた。

①年5回以上の環境美化活動を行う(4月,6月,8月,11月,1月)

環境経営方針・目標・活動計画の周知を行った。

環境経営目標・環境活動進捗状況確認・評価を行った。

資格取得・更新のため研修会参加しなかった。

火災における緊急事態対応訓練ができた。

遵守できた。

評価及び見直しができた。

発行及び事業所への備付け、利害関係者への公開ができた。

※　電力使用量の削減(活動内容)②～④の実施以外は通年で行う

○

片田

○

〇

片田

○

代表者による全体の評価と見直し

環境経営レポート

③再生材料から作られた製品を優先的に購入、使用できた。

片田

片田

○

高岸

○

○ 片田

片田

環境関連法規等の遵守評価

○

一
般
廃
棄
物
の
削
減

幹部教育

特別教育 該当なし

田中

コ
ピ
ー

用

紙

使
用
量
削

減

緊急事態対応訓練

高岸

○ 高岸

片田

○ 片田

○ 片田

○ 片田

3段階評価（○：実施されている　△：さらなる取組が必要　×：実施されていない）

○

○

方針
活動
内容

活動・取組の結果

片田

○

○

高岸

○ 片田

片田

片田

環境教育

評価者

一般教育

18

○ 片田

○

△

○ 高岸

田中

○

高岸

○

高岸

○

廃
棄
物
総
排
出
量
削
減

片田○

片田

○

片田

グ
リ
ー

ン
購
入
の
推
進

○

○ 片田

③排気ガス・騒音のレベルを抑えるために適正な車両整備ができた。

④急ブレーキ、急発進の禁止

評価

④間伐材、未利用資源等を利用した製品の購入ができた。

<その他の活動取り組みの結果>

○ 片田

○ 片田

片田

△ 片田

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電
力
使
用
量
の
削
減

①日射の室内への取り込みができた。

②クールビズ、ウォームビズを実施できた。(6月～9月・12月～3月) ○

燃
料
使
用
量

の
削
減

②タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値に保つことができた。

総
排
水
量

削
減

節
水
の
徹

底

環
境
に
配
慮
し
た
物
品
等

の
購
入
、

使
用

○

○ 片田

片田

○

②使用の際に関して、垂れ流し状態をなくしこまめに閉栓できた。

○ 社長

片田

○ 田中

田中

―

○

○

会
社
周
辺

の
環
境
美

化
活
動

環
境
美
化

活
動

○ 片田

田中



（3）現場においての計画した環境活動への取組結果

①不必要な電力使用を避ける　

③電力不要時の変圧器の遮断　　

①アイドリングストップ等運転方法の配慮ができた。

③排気ガス・騒音のレベルを抑えるために適正な車輌整備ができた。

④過積載をなくできた。

①排出ガス低減効果のある燃料やオイルの仕樣ができた。

③粉じん等の監視及び測定をするような工事がなかった。

①使用の際に関して、垂れ流し状態をなくしこまめに閉栓　　使用がなかった。

③建設機械等の洗車には、排水路の水や雨水等を利用できた。

①産業廃棄物の運搬、処分委託契約を必ず交わすことができた。

②産業廃棄物処理業者の許可や処理場を定期的に直接チェックできた。

⑤建設副産物の削減、再利用、分別、リサイクルを徹底できた。

②品質劣化等による不良在庫を減らすため、在庫数量の適正管理を徹底できた。

③施工管理時に、設計基準に上乗せした自主基準を設け、産業廃棄物を抑制できた。

①使い捨て製品（紙コップ、使い捨て容器入り弁当箱）の使用や購入を抑制する。

②再使用又はリサイクルしやすい製品を優先的に購入・使用する。

③詰め替え可能な製品の利用や備品の修理等により、製品等の長期使用を行った。

③建設現場周辺の自然との共生と調和を指向を行った。

④環境負荷の少ない材料の使用、使用合理化への取組を指向を行った。

⑤各現場１つは創意工夫で環境保全の項目を実施することができた。

①建設現場等周辺の生活環境に影響の少ない時間帯での施工を行った。

③低騒音・低振動型建設機械等の使用を行った。

現場にて緊急事態訓練を行った。

　 現場周辺の清掃活動を行った。

○

△

②雨水の貯水タンクや雨水利用施設の設置等による、雨水利用する事ができた。

△

〇

△

〇

環
境
配
慮
工
法
の

探
求

①各段階における環境影響を評価し、環境保全のための適切な対策の実施をした。

△

責任者

○

△

④発生する廃棄物を混合廃棄物としないように徹底した。

該当なし

責任者

責任者

○

責任者

責任者

△

△

責任者

責任者

責任者

責任者

②電力不要時の負荷遮断

⑤最大積載量に見合った輸送単位の設定ができた。

該当なし

責任者

大
気
汚
染

物
質
の
排

出
抑
制

○

活動・取組の結果

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電
力
使
用

量
の
削
減

燃
料
使
用
量
の
削
減

△ 田中

―

①建設資材発注時等、使用数量を再チェックするなどし残余建設資材の廃棄を抑制した。

△

廃
棄
物
総
排
出
量
削
減

産
業
廃
棄
物
の
適
正

処
分
・
再
利
用
、

再

資
源
化

③契約書及び廃棄物管理表をもとに廃棄物の適正な処理を確認した。 田中

△

○

田中

責任者

田中

田中

②タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値に保つことができた。

△

責任者

責任者

生
活
環
境
の

保
全

○

②環境配慮型工法の採用や環境配慮型施工の提案を行った。

〇

責任者

責任者

総
排
水
量
削
減

3段階評価（○：実施されている　△：さらなる取組が必要　×：実施されていない）

責任者

責任者

田中

○

責任者○

○

評価者

○

○

△

④防音・防振設備の設置・管理することにより、騒音・振動を防止した。

責任者

○

責任者
地
域
社
会

地
域
住
民

へ
の
配
慮

②建設現場等周辺の生活環境に影響の少ない施工方法や作業方法を検討し、施工した。

活動
内容

緊急事態対応訓練

現場周辺の清掃活動

責任者

評価方針

責任者

○

②建設機械の定期自主点検の他、施工開始時等に点検を実施できた。

○

田中

〃

○

責任者

<その他の活動取り組みの結果>

責任者

責任者

△

一
般
廃
棄

物
の
削
減

節
水
の
徹
底

排
出
ガ
ス

の
抑
制

責任者

責任者

産
業
廃
棄

物
の
排
出

抑
制

△

責任者

④建設機械等の洗車時は、泥等を落としてから行うことができた。

○

環
境
に
配
慮
し
た

施
工
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田中

-



９.次年度の環境経営計画の取組内容

対象期間：令和05年6月～令和06年5月

前年度の環境活動への取組結果の評価を基に、今年度の環境経営計画の内容を策定しました。

（a）本社（資材置場含む）

③空調の適温化（冷房２８℃　暖房２０℃）の徹底できた。(6月～9月・12月～3月)

④空調を必要な区域・時間に限定できた。(6月～9月・12月～3月)

⑤空調・冷却設備の保守点検

⑥照明の適正化、昼光の利用、スイッチの適正管理

⑦夜間、休日のOA機器の主電源OFF

⑧離席中はPC機器をスリープモードにする

⑨空調機器を定期的に清掃する

①エコドライブ等運転方法の配慮を励行

①手洗い時、洗い物においての日常的な節水の励行

③節水POP、呼びかけを行う

①使い捨て製品（紙コップ、使い捨て容器入り弁当箱）の使用や購入の抑制

②詰め替え可能な製品の利用や備品の修理等により、製品等の長期使用

③分別回収ボックスの適正配置等により、ゴミの分別を徹底

④トナーカートリッジの回収とリサイクルの推進

⑤包装、梱包等のリサイクル

⑥シュレッダーの使用を機密文書等に限る

⑦分別は徹底し、リサイクル可能なものを増やし、ゴミを減らす

①会議資料や事務手続書類の簡素化

②両面印刷、両面コピーの徹底

③使用済み用紙の裏紙利用

①グリーン購入対象品目調査

②エコマーク商品の優先的購入

⑤再生紙、未利用繊維への転換

⑥環境に配慮した物品等に係る基準、リストを作成し、現状との比較

①年5回以上の環境美化活動を行う(4月,6月,8月,11月,1月)

環境経営方針・目標・活動計画の周知

環境経営目標・環境活動進捗状況確認・評価

資格取得・更新のため研修会参加

火災対応訓練

発行及び事業所への備付け、利害関係者への公開

※　電力使用量の削減(活動内容)②～④の実施以外は通年で行う

④間伐材、未利用資源等を利用した製品の購入

一般教育 環境管理責任者・田中

総務部・片田

総務部・片田

燃
料
使
用
量

の
削
減

総務部・片田

代表取締役社長

③排気ガス・騒音のレベルを抑えるために適正な車両整備

⑤乗り合わせを行い、複数台での同じ場所を走行しない

総務部・片田

環境教育

総務部・片田

総務部・片田

代表者による全体の評価と見直し

総務部・片田

環境管理責任者・田中環境経営レポート

総務部・片田

総務部・片田

総務部・片田

総務部・片田

②タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値に保つ

総務部・片田

総務部・片田

総
排
水
量

削
減

総務部・片田

グ
リ
ー

ン
購
入
の
推
進

環
境
に
配
慮
し
た
物
品
等

の
購
入
、

使
用

緊急事態対応訓練 環境管理責任者・田中

総務部・片田

環境管理責任者・田中

活動計画
責任部門
責任者

方針

電
力
使
用
量
の
削
減

一
般
廃
棄
物
の
削
減

総務部・片田

特別教育 環境管理責任者・田中

③再生材料から作られた製品を優先的に購入、使用

環境管理責任者・田中

総務部・片田

コ
ピ
ー

用

紙

使
用
量
削

減

営業事務班・高岸

総務部・片田

総務部・片田

環境管理責任者・田中

廃
棄
物
総
排
出
量
削
減

<その他の活動計画>

総務部・片田

活動
内容

営業事務班・高岸

幹部教育

②クールビズ、ウォームビズを実施できた。(6月～9月・12月～3月)

総務部・片田
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節
水
の
徹

底

総務部・片田

総務部・片田

環境管理責任者・田中

環境管理責任者・田中

総務部・片田

環境管理責任者・田中

④急ブレーキ、急発進の禁止

②使用の際に関して、垂れ流し状態をなくしこまめに閉栓 総務部・片田

会
社
周
辺

の
環
境
美

化
活
動

環
境
美
化

活
動

総務部・片田

総務部・片田

環境関連法規等の遵守評価

環境管理責任者・田中

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

①日射の室内への導入等の、太陽エネルギーの自然なかたちでの使用



（b）現場

①不必要な電力使用を避ける

③電力不要時の変圧器の遮断

①アイドリングストップ等運転方法の配慮

③排気ガス・騒音のレベルを抑えるために適正な車輌整備

④過積載は行わない

①排出ガス低減効果のある燃料やオイルの仕樣

③粉じん等の監視及び測定

①使用の際に関して、垂れ流し状態をなくしこまめに閉栓

③建設機械等の洗車には、排水路の水や雨水等を利用

①産業廃棄物の運搬、処分委託契約を必ず交わす

②産業廃棄物処理業者の許可や処理場を定期的に直接チェック

⑤建設副産物の削減、再利用、分別、リサイクル

①建設資材発注時等、使用数量を再チェックするなどし残余建設資材の廃棄を抑制

②品質劣化等による不良在庫を減らすため、在庫数量の適正管理を徹底

③施工管理時に、設計基準に上乗せした自主基準を設け、産業廃棄物を抑制

①使い捨て製品（紙コップ、使い捨て容器入り弁当箱）の使用や購入の抑制

②再使用又はリサイクルしやすい製品を優先的に購入・使用

③詰め替え可能な製品の利用や備品の修理等により、製品等の長期使用

③建設現場周辺の自然との共生と調和を指向

④環境負荷の少ない材料の使用、使用合理化への取組を指向

⑤各現場１つは創意工夫で環境保全の項目を実施する

①建設現場等周辺の生活環境に影響の少ない時間帯での施工

③低騒音・低振動型建設機械等の使用

火災対応訓練、油流出対応訓練

排
出
ガ
ス

の
抑
制

各現場責任者

②雨水の貯水タンクや雨水利用施設の設置等による、雨水利用

活動計画

環境管理責任者・田中

各現場責任者

総
排
水
量
削
減

大
気
汚
染

物
質
の
排

出
抑
制

各現場責任者

②タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値に保つ

燃
料
使
用
量
の
削
減

④防音・防振設備の設置・管理することにより、騒音・振動を防止する

各現場責任者

産
業
廃
棄
物
の
適
正

処
分
・
再
利
用
、

再

資
源
化

各現場責任者

④建設機械等の洗車時は、泥等を落としてから行う 各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者

責任部門
責任者

工務部部長・原

各現場責任者

一
般
廃
棄

物
の
削
減

環
境
に
配
慮
し
た

施
工

各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者

生
活
環
境
の

保
全

地
域
社
会

地
域
住
民

へ
の
配
慮

各現場責任者

環境管理責任者・田中

各現場責任者

②環境配慮型工法の採用や環境配慮型施工の提案

工務部部長・原

①各段階における環境影響を評価し、環境保全のための適切な対策の実施

各現場責任者

節
水
の
徹
底
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緊急事態対応訓練

各現場責任者

各現場責任者

産
業
廃
棄

物
の
排
出

抑
制

　建現場における工種・種別・細別に対応した環境負荷の実績
　把握、集計

④発生する廃棄物を混合廃棄物としないように徹底
廃
棄
物
総
排
出
量
削
減

各現場責任者

各現場責任者

③契約書及び廃棄物管理表をもとに廃棄物の適正な処理を確認

各現場責任者

各現場責任者

<その他の活動計画>

環境負荷の実績集計

現場周辺の清掃活動

環境管理責任者・田中

②建設現場等周辺の生活環境に影響の少ない施工方法や作業方法を検討し、施工

各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者

②建設機械の定期自主点検の他、施工開始時等に点検を実施

方針
活動
内容

各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者

各現場責任者環
境
配
慮
工
法
の

探
求

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

各現場責任者

電
力
使
用

量
の
削
減

各現場責任者

各現場責任者

②電力不要時の負荷遮断 各現場責任者

各現場責任者

⑤最大積載量に見合った輸送単位の設定



１０.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（１）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

適用条項

（２）環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

（３）外部コミュニケーション（苦情）について

　令和04年6月1日から令和05年5月31日までの間に、外部コミュニケーション（苦情）等はありませんでした。

　なお、関係当局よりの違反等の指摘や訴訟は、過去３年間ありません。

 （産業廃棄物管理表）
・産業廃棄物管理表の交付、保存
・産業廃棄物管理表交付状況報告書の作成及び高知県知
事への提出

 （事業者の処理）
・産業廃棄物の保管
・収集運搬車の表示及び書面備え付け義務
・産業廃棄物の処分業者の許可確認
・産業廃棄物の委託契約

法規名

現場責任者が都度確
認し事務局が月に１
度確認

建設リサ
イクル法

第5条
の2

事務局及び現場責任
者が都度確認

第14条

工事完了後、現場責
任者が建設副産物情
報交換システムにて
登録・提出

 （事業者の責務）
事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において適
正に処理しなければらない。

確認方法及び時期

遵守

遵守
 （建設業を営む者の責務）
建設業を営む者は、建設資材廃棄物の再資源化により得
られた建設資材を使用するよう努めなければならない。

第12条
の3

 （発注者への報告等）
対象建設工事の元請業者は、当該工事に係る特定建設資
材の再資源化等が完了したときは主務省令で定めるとこ
ろにより、その旨を当該工事の発注者に書面で報告する
とともに、当該再資源化等の実施状況に関する記録を作
成し、これを保存しなければならない。

遵守

遵守

遵守

 （特定建設作業の実施の届出）
当該特定建設作業の開始の日の七日前までに市町村長に
届出

事務局及び現場責任
者が都度確認

具体的内容　

該当工事
なし

　令和04年6月1日から令和05年5月31日までの間に、環境関連法規等への違反はありませんでした。

遵守状況

振動規制法 第14条

 （事業者の責務）
事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において適
正に処理しなければらない。

着手前に、現場責任
者が使用予定建設資
材を選定後、事務局
が確認

遵守

事務局及び現場責任
者が都度確認交付状
況報告書は事務局が
４月から翌３月分を
６月末に作成提出

事務局が月に１度確
認

現場責任者が当該日
までに届出、事務局
が着手時確認

 （事業者の責務）
事業者は廃棄物の減量及び適正処理の確保等に関し町の
施策に協力しなければならない。

高知県環境
基本条例

第6条

グリーン購入法

第12条 遵守

遵守

事務局及び現場責任
者が都度確認

騒音規制法

 廃棄物の処理
 及び清掃に関
 する法律

※抜粋

第18条

 （事業者の責務）
事業者は基本理念にのっとり、その事業活動を行うに
当っては、これに伴って生ずる公害を防止し、又は自然
環境を適正に保全するため必要な措置を講ずる責務を有
する。

 （事業者及び国民の義務）
事業者及び国民は、物品を購入し若しくは借り受け、又
は役務の提供を受ける場合には、できるかぎり環境物品
等を選択するよう努めるものとする。

現場責任者が当該日
までに届出、事務局
が着手時確認

第4条
の4

第4条 いの町廃棄物
 の減量及び適
 正処理等に関
 する条例

フロン排出抑制
法

第17条

事務局及び現場責任
者が都度確認
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遵守

該当工事
なし

 （特定建設作業の実施の届出）
当該特定建設作業の開始の日の七日前までに市町村長に
届出

第5条

 （機器の所有者）
第1種特定製品管理者はフロン漏えい点検を実施しなけれ
ば。簡易点検を3箇月に1回以上、定期点検を1年に1回以
上(専門業者が実施)行わなければならない。点検・整備
の記録

事務局が3箇月に１度
確認・専門業者によ
る確認を1回/年確認

遵守第3条



１１.代表者による全体評価と見直しの結果

　□　有　　■　無

　環境経営方針に沿って活動を継続すること。

　□　有　　■　無

　□　有　　■　無

　□　有　　■　無

作成日：令和05年6月29日

代表取締役社長

　今年度は例年に比べ目標達成することが出来た、次年度も引き続き環境経営計画に
沿って、従業員全員が協力し合い取り組む事が必要である。

　事業活動に大きな変更がないので、現状の体制で実施する。

変更の必要性：

エコアクション21の
システムの有効性に
ついて

株式会社　勝賀瀬土建

変更の必要性：

［環境経営目標］
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総　評

　環境経営計画は、引き続き取組み強化を図る。

項目 代表者による見直しの有無・評価・指示事項

［環境経営方針］

環境マネジメントシ
ステムについて

変更の必要性：

［活動計画］

［実施体制］ 変更の必要性：

平良　隼也

　エコアクション21への取組を始めて12年が経過し、従業員一人一人の環境に対する意
識も十分深まっている。
　システムは、有効に機能している。

　建設業界では、技術者不足と高齢化が深刻な問題となっており、私達を取り巻く環境
は非常に厳しい状況が続いております。2019年4月より「働き方改革関連法」が施行さ
れ、当社では今まで以上に時間外労働の削減、有給休暇取得率の向上を目指し取組んで
おります。
　取り組みの成果を上げて、働きやすい職場にし、技術者不足の解消に繋げていきま
す。我々が日々行っている行動は小さいものかもしれませんが、行動し続ける事で、大
きな成果を生み出せる事を結果に残してまいります。



１２.環境経営取り組み状況
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空調の温度管理

空調の温度管理を（冷房28℃、暖房20℃）徹底し、節電に努めて

おります。また、コロナ感染対策も兼ねて、定期的に換気等も行い温

度調整を行っています。また、県主催のクールビズ四国にも参加し

ており、普及啓発ポスターを社内にて掲示しています。

コピー用紙など再利用

ミスコピー用紙などは、裏紙として使用し、また両面コピーを実施す

ることにより、年間の使用量を削減することが出来ました。

また、裏紙再利用を啓発するポスターを社内に掲示し、従業員一人

一人の気持ちが変わってきたと思われます。

節電について

従業員一人一人が節電に対しての気持ちが変わるように、昨年度

から社内に啓発ポスターを掲示しました。

休憩時間の消灯・退社時には社内全体の電源OFFなどを1年間徹

底して行った結果、今年度の電気代は昨年度と比べて減少傾向が

見られました。

社外での取り組み

平成22年度より、全社員交代制でロードボランティア（清掃活動）

を行っています。※本社周辺及び県道38号線

取り組み開始当初から比べるとゴミの量も減り、継続効果を実感し

ております。

また、今年の2月には県主催の県民一斉美化活動にも参加させて

いただきました。



　　　　　　　　　　　 環境管理責任者　　田中　秀幸

〒781-2122　高知県吾川郡いの町天王北1丁目1番地16

TEL（088）891-6444　 FAX（088）891-6246 　E-mail：s-doken1@ca.pikara.ne.jp

株式会社 勝賀瀬土建　　工務部

本レポートについてのご意見・お問い合わせ先

　ご意見・ご感想などのある方は、お手数をかけますが下記に記載しておりますFAX

番号、Ｅ－mail、または住所までお送りください。


